Eine Betrachtung über die deduktive Rechts-und Tugendlehre von Kant（4） by 坂本 武憲
序論─カントの演繹的行為規範学（)














































































(157) Kant. Grundlegung zur Metaphysik der Sitten, 2Aufl. (B), 1786.（以下では
Grundlegungと略記する）Vorrede, VIII.


























































(160) Kant, reine Vernunft, S. 867.
(161) Kant, Grundlegung, Vorrede, XIV.






















(163) Kant, Grundlegung, Vorrede, XV.




























































(167) Kant, Grundlegung, S. 1.
(168) 一般的で目的適合的にするとは，幸福を受けるのが至当であるようにすると
の意味と思われる。














































































































































































































































































































































































本体なのである」（Kant, Grundlegung, S. 17＊＊）。
(179) 「格率（信条）とは，意欲の主観的原理である。客観的原理（即ちもし理性が
欲求能力を完全に支配しているのならばすべての理性的存在者に主観的にも役立つ































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































するのである」（Kant, Grundlegung, S. 51＊）。




























































































































































































































































































































































































ことができる」（Kant, Grundlegung, S. 63＊）。
